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ジブチ月例報告 

（２０２３年７月） 

在ジブチ日本国大使館 

 

【内政】 

●７月６日、野党政党ＲＡＤＤＥの党員を名乗る３名が、ジブチ警察、沿岸警備隊、軍

の制服を偽って着用した容疑で検察に送致。同被疑者は、容疑内容を認め、ＲＡＤＤＥ

党首からの要請で行動した旨供述。 

 

【外政】 

●７月２～６日、ジブチ外交研究所（ＩＥＤ）及びＥＵは、アフリカの角地域における

交渉・調停を通じた政治危機管理に焦点を当てた紛争解決・調停・交渉に関するセミナ

ーを実施し、同セミナーの開会式にユスフ外務・国際協力大臣及びタベス駐ジブチＥＵ

大使が出席。 

●７月２日、アブドゥルカデル首相は、新たに着任した Fatou Fall 世銀ジブチ事務所

常駐代表の表敬訪問を受け、インフラ、教育、保健、貧困削減等の分野におけるジブチ

と世銀との緊密な協力が重要である旨発言。 

●７月１０日、アブドゥルカデル首相は、新たに着任した Vinay Talwar 駐ジブチ英国

大使の表敬を受け、ジブチ・英国関係のさらなる発展にかかる方策について意見交換。 

●７月１０日、スーダン和平プロセスに係るジブチ・エチオピア・ケニア・南スーダン

で構成される政府間開発機構（ＩＧＡＤ）のカルテットは、エチオピアでスーダン紛争

に関する会合を開催。同会合は、アビィ・エチオピア首相が主催し、ルト・ケニア大統

領が議長を務め、ジブチからはユスフ外務・国際協力大臣が出席。 

●７月１３日及び１４日、ユスフ外務・国際協力大臣は、第４３回ＡＵ閣僚執行理事会

に出席。同会合では、２０２４年ＡＵ予算やアフリカ大陸自由貿易圏（ＡｆＣＦＴＡ）

の推進、気候変動といった議題について協議。 

●７月１５日及び１６日、ゲレ大統領は、政府間開発機構（ＩＧＡＤ）議長として第５

回ＡＵ中間調整会合に出席するため、ケニアを訪問。同会合では、ＡＵの戦略目標、特

に平和、統合、開発に関する地域経済グループにおける進捗について協議。 

●７月２０～２２日、Mahamoud Cheikh Abdourahman ソマリア計画・投資・経済開発大

臣は、ジブチにおける貧困層、特に若者の失業問題の取組について意見交換のためにジ

ブチを訪問し、サイード内務大臣、イリヤス経済・財政大臣、カシーム地方分権担当大

臣と会談。 

●７月２７日及び２８日、ヨニス・エネルギー大臣は、サンクトペテルブルグで開催さ

れた第２回露・アフリカ・サミットにゲレ大統領の代理として出席。また、同サミット

に際して開催された第２回経済・人道フォーラムに出席。 
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●７月２５日、イリヤス経済・財政大臣は、タンザニアを訪問し、人的資本に関するア

フリカ首脳サミットに政府代表として出席。同サミットでは、「アフリカの経済成長の

加速：学習と技能の向上による若者の生産性の向上」をテーマに議論。 

●７月２７日、ジブチ外務・国際協力省は、ニジェールで発生したクーデタを非難する

とともに、バズム・ニジェール大統領の即時かつ無条件での解放を求める旨の声明を発

出。 

 

【経済・開発】 

●７月２４日、ゲレ大統領は、ジブチを実務訪問していた Cheick Faysal Thani Al-

Thani カタール・ソブリン・ファンド・アフリカ・アジア投資部門長の表敬訪問を受け、

ジブチへの投資について意見交換。また、７月２５日、同投資部門長は、ユスフ外務・

国際協力大臣、イリヤス経済・財政大臣、ナビル高等教育・研究大臣、ハッサン・イン

フラ設備大臣、ハディ港湾フリーゾーン庁長官との実務会合を実施。 

●ドラレ・コンテナ・ターミナルは、新たに最新世代のガントリー・クレーン４基を導

入。同クレーンは、１時間あたり約３０コンテナ（平均４８０トン以上相当）の荷揚げ

能力を有し、この導入によって同ターミナルで Megamax コンテナ船の取扱いが可能とな

る。 

●７月３１日、ゲレ大統領は、ジブチ港に到着した新たな浮きドックの受領式典に出席。

同ドックは、民間用・商用・軍用を問わず、あらゆる船舶の修理に必要な設備を搭載。 

 

【保健・衛生・社会】 

●７月２４～２６日、アブドゥルカデル首相は、モハメド農業・水・漁業・畜産・水産

資源大臣とともに、国連食料システム・サミットに出席するため、ローマを訪問。また、

同サミットを主催する QU Dongyu 国連食糧農業機関（ＦＡＯ）事務局長と会談し、海水

淡水化やエネルギー分野について意見交換。 

 

【軍事・治安】 

●ブルハン国防大臣及びザッカリア統合参謀総長は、アフリカ連合ソマリア暫定ミッシ

ョン（ＡＴＭＩＳ）任務部隊からの第一陣の撤退としてソマリアからジブチに帰投した

ジブチ軍兵士１５０名を出迎え。今後、第二陣、第三陣帰投をもって、ＡＴＭＩＳ部隊

が完全撤退予定。 

●７月１８日、サイード内務大臣、アフメッド保健大臣及びハッサン・インフラ・設備

大臣は、憲兵隊、警察、ジブチ道路公社（ＡＤＲ）の代表者らとともに、交通安全に関

する会合を実施し、運転規則の施行強化、道路インフラの改善等について意見交換。 

●７月２４日未明、ジブチ市 Plateau au Serpent 地区にあるバスケットボール・コー

トで殺人事件が発生。犯人４名のうち、３名は逮捕され、残り１名は捜索中。 
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【日本関係】 

●ハッサン・インフラ設備大臣は、日本政府から供与されたフェリーの船着場建設の進

捗を確認するためにタジュラを訪問し、同供与に対して改めて謝意を表明。 

●７月１２日、大島臨時代理大使は、アワレ農業・水・漁業・畜産・水産資源大臣、プ

ルカレスク駐ジブチ仏大使、モンドリー国連食糧農業機関（ＦＡＯ）ジブチ事務所常駐

代表とともに、ジブチの地方部における食料安全保障に係るプロジェクトに関するワー

クショップに出席。 

●７月１７日、金田ＪＩＣＡジブチ事務所長は、政府間開発機構（ＩＧＡＤ）とＪＩＣ

Ａの間で初となる協力プロジェクトであるＩＧＡＤ地域におけるビジネスと人権に関

する法制度能力向上に係る研修プログラムの開始に際する調印式に出席。 

●７月２０日、ワイス沿岸警備隊長官及び金田ＪＩＣＡジブチ事務所所長は、ジブチ沿

岸警備隊能力拡充プロジェクト・フェーズ３の枠組みによる沿岸警備隊隊員を対象とし

た逮捕技術及び検査技術の研修修了式に出席。 

（了） 


